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○卵や牛乳などに対するアレルギーをもっている人は、医薬品の成分に対しても注意が必要な場合があります。
○薬を安全に、安心して使っていただくために、アレルギーの有無の確認は不可欠です。

成分の分類 理由成分名・薬効群 服用・使用しては
いけない人

■食品などのアレルギーに関連して注意が必要な成分

抗炎症成分
（消炎酵素）

止瀉成分
（収斂成分）

殺菌消毒成
分

非ステロイド
性抗炎症成
分（外用消炎
鎮痛成分）

リゾチーム塩酸塩

タンニン酸アルブミン

ヨウ素系殺菌消毒成
分：ポビドンヨード、ヨウ
素、ヨウ化カリウム、ヨ
ードチンキ等

ケトプロフェン

鶏卵にアレルギーの
ある人

牛乳にアレルギーの
ある人

ヨウ素にアレルギー
のある人

次の成分でアレルギ
ー症状を起こしたこと
がある人
・医療用医薬品成分：
チアプロフェン酸、ス
プロフェン、フェノフィ
ブラート・化粧品や医
薬部外品の成分（紫
外線吸収剤）：オキシ
ベンゾン

塩化リゾチームは、鶏卵の卵白から
抽出した蛋白質⇒本成分の服用で
も、重篤なアレルギー症状を起こす
おそれ
＊2016年から外用薬にのみ配合

タンニン酸アルブミン中のアルブミン
は、牛乳に含まれる蛋白質（カゼイ
ン）から得られたもの⇒本成分の服
用でも、アレルギー症状（ショック、ア
ナフィラキシー）を起こすおそれ。

外用薬として使用した場合でも、
ショック（アナフィラキシー）、アナフィ
ラキシー様症状のような全身性の重
篤な副作用を生じることがある。

これらの物質とケトプロフェンは、分
子構造が似ている⇒ケトプロフェン
でもアレルギーを起こすおそれ（まれ
に重篤な副作用としてショック、アナ
フィラキシー様症状、喘息発作の誘
発、接触皮膚炎、光線過敏症等をお
こすことがある）。
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■「高齢者」注意が必要な成分

○お年寄りが薬を購入されるケースは少なくありませんが、使用にあたって注意が必要な成分も多くあります。
○薬を安全に使っていただくために、どのような成分が、どのような理由で注意を要するのか、知っておきましょう。
○以下の成分を含む内服薬・外用痔疾用薬（坐薬、注入軟膏）に注意しましょう。

成分の分類 理由成分名・薬効群

抗炎症成分

抗炎症成分・生薬

アドレナリン作
動成分（鎮咳作
用、血管収縮作
用）

アドレナリン作
動成分
（鎮咳作用、血
管収縮作用）

アドレナリン作
動成分
（鎮咳作用、血
管収縮作用）

アドレナリン作
動成分
（鎮咳作用、血
管収縮作用）

アドレナリン作
動成分
（血管収縮作
用）

アドレナリン作
動成分
（血管収縮作
用）

グリチルリチン酸を配合した
成分：グリチルリチン酸二カリ
ウム、グリチルレチン酸等＊

カンゾウ（グリチルリチン酸を含む）＊＊

メチルエフェドリン塩酸塩

メチルエフェドリンサッカリン塩

トリメトキノール塩酸塩水和物

メトキシフェナミン塩酸塩

テトラヒドロゾリン塩酸塩

エフェドリン塩酸塩

偽アルドステロン症を生じるリスクが高い。

偽アルドステロン症を生じるリスクが高い。

①高齢者では、心臓病、高血圧、糖尿病等の基礎
疾患をもっていることが多い。
②心悸亢進、血圧上昇、血糖値上昇等の副作用
があらわれやすい。
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があらわれやすい。
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①高齢者では、心臓病、高血圧、糖尿病等の基礎
疾患をもっていることが多い。
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　　アドレナリン作動成分には、マオウもあります。同じように注意して。
＊1日用量が40mg以上（グリチルリチン酸として）は添付文書に相談するよう記載されている。
＊＊1日用量が1g以上（甘草）は添付文書に相談するよう記載されている。


